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懐
徳
堂
の
孝
子
顕
彰
運
動
（
三
）
―
中
井
竹
山
・
履
軒
を
中
心
に
（
下
）

―佐
　
野
　
大
　
介

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
拙
稿
「
懐
徳
堂
の
孝
子
顕
彰
運
動　

―
中
井
甃
庵
・

五
井
蘭
洲
を
中
心
に
―
」（『
懐
徳
』
第
八
五
号
、
二
〇
一
七
年
）・

「
懐
徳
堂
の
孝
子
顕
彰
運
動
（
二
）　

―
中
井
竹
山
・
履
軒
を
中
心

に
（
上
）
―
」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
一
八
年
）
の
続

稿
で
あ
る
。

一
、『
よ
し
は
ら
物
語
』

　
『
よ
し
は
ら
物
語
』（
吉
原
物
語
）と
は
、明
和
四
年（
一
七
六
七
）

に
成
立
し
、『
扶
桑
残
葉
集
』
や
『
遺
文
集
覧
』
と
い
っ
た
叢
書

に
収
録
さ
れ
た
、
当
世
難
波
の
孝
女
き
よ
の
孝
行
譚
で
あ
る
。
原

本
の
所
在
が
不
詳
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
長
ら
く
作
者
に
関
し
て

疑
義
が
提
出
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
天
野
聡
一
氏
に
よ
り
中
井

竹
山
の
作
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た（
１
）。
天
野
氏
に
よ
る
梗

概
を
下
に
引
用
す
る
。

　

難
波
の
新
町
に
あ
る
よ
し
は
ら
と
い
う
界
隈
に
清
と
い
う

娘
が
い
た
。
清
が
十
五
歳
の
夏
、
養
父
・
伊
兵
衛
が
眼
を
病

み
、
清
は
治
療
の
た
め
に
身
を
売
ろ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
こ
に
い
た
っ
て
清
の
実
母
と
同
居
し
て
い
た
男
が
伊
兵
衛

を
人
売
り
と
罵
り
騷
ぎ
、
ま
た
善
七
と
い
う
男
が
清
の
兄
で

あ
る
と
に
わ
か
に
名
乗
り
出
て
き
て
清
を
引
き
取
ろ
う
と
す

る
。
住
人
達
は
清
の
身
代
金
目
当
て
だ
ろ
う
と
推
量
し
、
清

は
奉
行
所
に
届
け
出
る
。
そ
の
年
の
十
月
、
甲
斐
の
君
の
お

裁
き
が
あ
り
、
実
母
と
善
七
は
罪
を
咎
め
ら
れ
、
清
は
そ
の

志
を
褒
め
ら
れ
た
。
こ
の
一
件
は
江
戸
に
も
報
告
さ
れ
、
今

年
の
三
月
四
日
に
銀
百
五
十
両
が
授
け
ら
れ
た
。
や
が
て
伊
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兵
衛
の
眼
病
も
治
り
、清
の
孝
行
は
町
中
の
評
判
と
な
っ
た
。

　

こ
の
話
を
聞
い
た
あ
る
男
は
清
に
面
会
し
よ
う
と
四
月
望

日
に
家
を
訪
ね
る
が
、
会
え
な
い
。
翌
日
も
会
え
な
か
っ
た

が
、
清
の
親
が
清
を
男
の
も
と
に
連
れ
て
行
く
約
束
を
し
、

よ
う
や
く
会
え
る
。
実
際
に
細
々
と
話
を
聞
い
て
み
る
と
、

世
間
で
言
わ
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
る
節
も
ま
じ
っ
て
お

り
、
大
変
優
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
美

談
は
世
の
掟
と
も
な
る
だ
ろ
う
と
、
こ
と
の
次
第
を
書
き
つ

づ
っ
た
。
明
和
四
年
四
月
「
か
ず
よ
し
」
が
記
す（
２
）。

　

天
野
氏
は
『
よ
し
は
ら
物
語
』
に
関
し
て
、「
竹
山
は
明
和
期

に
積
極
的
な
孝
子
顕
彰
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
明
和
四
（
一
七
六

七
）
年
の
『
よ
し
は
ら
物
語
』
執
筆
も
そ
の
一
環
と
し
て
理
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
」（
天
野
氏
前
掲
論
文
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

他
の
顕
彰
活
動
と
の
関
係
に
関
し
て
、
当
時
懐
徳
堂
の
ご
く
身

近
な
地
域
で
既
に
評
判
と
な
っ
て
い
た
孝
子
に
取
材
し
た
と
い
う

点
で
は
、
甃
庵
『
五
孝
子
伝
』
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
得
る
。
教

育
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
日
ご
ろ
聞
き
馴

染
ん
だ
例
は
、
実
感
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
実
際
に
面
会
す
る
た
め
に
孝
子
本
人
を
訪
ね
る
と
い
う

点
で
は
、『
む
か
し
の
旅
』
の
例
に
似
る
。
顕
彰
・
教
化
と
い
っ

た
社
会
的
意
義
は
勿
論
の
こ
と
、「
民
間
の
孝
子
順
孫
の
事
状
」

を
聞
く
の
を
好
ん
だ
竹
山
の
、
自
身
の
興
味
・
嗜
好
を
満
た
す
と

い
う
一
面
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
よ
し
は
ら
物
語
』
は
、
懐
徳
堂
の
孝
子
顕
彰
活
動
に
関
す
る

研
究
に
お
い
て
も
、
今
後
、
顕
彰
・
教
化
・
嗜
好
と
い
っ
た
各
面

か
ら
検
討
さ
れ
る
べ
き
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

二
、「
熊
馬
二
童
伝
」

　

竹
山
の
文
集
・
詩
集
で
あ
る
『
奠
陰
集
』
に
は
い
く
つ
か
評
伝

が
見
え
る
が
、
そ
の
一
つ
に
「
熊
馬
二
童
伝
」（
天
明
六
年
（
一

七
八
六
））
な
る
評
伝
が
あ
る（
３
）。

こ
れ
は
、
大
阪
天
満
の
籠
造
り

の
兄
弟
の
孝
状
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
紹
介
も
兼
ね
、
以
下
に

全
文
の
書
き
下
し
を
載
す
。

蓋
し
大
阪
府
天
満
の
郷
、
籃
工
の
子
熊
馬
兄
弟
有
り
。
孝
勤

を
以
て
著
わ
に
称
せ
ら
る
と
云
。
其
の
父
窶
に
し
て
且
つ
明

を
喪
う
も
、
佗ほ
か

無
く
以
て
生
を
為
す
。
勉
強
し
て
摸
索
し
、

以
て
旧
業
を
理
む
。
旁よ

り
て
妻
に
慕
い
、
及
び
に
熊
児
之
を

佐
く
。
糠
覈
屢
る
絶
ゆ
る
は
二
歳
に
し
て
死
す
。
熊
自
ら
謂

え
ら
く
、
小
腕
壮
事
に
任
じ
難
し
。
然
れ
ど
も
力
を
勤
め
て

人
に
兼
ぬ
れ
ば
、
豈
に
以
て
母
を
養
う
べ
か
ら
ざ
ら
ん
や
、

と
。
乃
ち
子
に
臥
し
寅
に
起
き
、
専
心
竭
力
し
、
亡
何
に
し
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製
を
取
り
、
号
し
て
孝
籃
と
曰
う
。
予
時
に
内
艱
に
丁
り
、

存
問
す
る
遑
あ
ら
ず
。
次
年
丙
午
の
夏
、
為
に
微
奨
を
加
え
、

召
し
て
之
に
見
ゆ
。
熊
は
敦
敏
和
易
、
質
に
し
て
野
な
ら
ず
。

馬
は
慎
嘿
に
し
て
目
光
烱
然
た
り
。
望
み
て
其
の
非
凡
な
る

器
を
知
る
。
噫
嘻
府
人
侈
靡
の
風
、
業
を
惰
り
行
を
敗
る
。

父
母
罹う
れ

い
を
詒
す
者
、
往
往
に
し
て
然
り
。
今
斯
の
二
童
を

得
る
は
、
亦
奇
な
ら
ざ
る
か
。
乃
ち
画
師
に
命
じ
て
貌
焉
を

取
ら
し
め
、
今
茲
の
丁
未
の
秋
、
服
除
せ
ば
則
ち
裱
褙
し
、

以
て
斎
壁
に
挂
け
、
庠
中
幼
子
童
孫
に
観
感
興
起
す
る
所
有

ら
し
む
。

賛
に
曰
く
、
耕
稼
陶
漁
、
上
世
摸
を
立
つ
。
籃
工
孳
孳
た
り
、

維
れ
舜
の
徒（
４
）。

　

先
の
「
よ
し
は
ら
物
語
」
同
様
、
懐
徳
堂
の
顕
彰
運
動
に
よ
っ

て
初
め
て
名
を
著
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
既
に
名
を
知
ら
れ
た
孝

子
と
し
て
竹
山
自
身
が
面
会
し
た
こ
と
や
、
熊
馬
兄
弟
を
教
材
と

し
て
懐
徳
堂
で
童
蒙
教
育
に
活
用
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
翌
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
は
、「
与
熊
馬
二
児
扁

額
并
後
題
」
を
撰
し
て
お
り
、
こ
れ
も
『
奠
陰
集
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る（
５
）。

て
刀
斧
を
揮
い
巨
竹
を
剖
る
こ
と
、
壮
者
と
異
な
ら
ず
。
馬

方
に
髫
齔
に
し
て
、
亦
能
く
之
を
佐
け
、
矻
矻
と
し
て
倦
ま

ず
。
二
人
平
居
し
て
絶
え
て
童
心
無
し
。
良
辰
美
日
と
雖
も
、

未
だ
嘗
て
嬉
遊
せ
ず
。
衣
食
屋
當
い
、
因
り
て
厝
辨
を
得
。

母
宿
憂
を
諼わ
す

る
。
母
瘉
ゆ
れ
ば
則
ち
二
人
更
に
湯
薬
を
侍
し

腰
支
を
摩
す
。
或
い
は
徹
暁
し
て
眠
ら
ず
、
以
て
功
力
を
償

う
。
又
一
孩
弟
を
撫
し
て
、
友
愛
切
至
な
り
。
母
益
ま
す
之

に
安
ん
ず
。
東
衙
の
一
吏
人
、
出
入
し
其
の
肆
を
過
ぐ
る
毎

に
、
二
人
の
籃
を
治
む
る
に
微
怠
亡
き
を
見
る
。
心
之
を
異

と
し
、
一
日
就
き
て
籃
を
買
い
、
因
り
て
銭
数
陌
を
予
え
て
、

曰
く
、
詰
旦
且
く
場
を
観
、
以
て
労
を
弛
め
よ
、
と
。
次
日

之
を
過
ぐ
る
に
、
業
を
執
る
こ
と
自
若
た
り
。
之
に
詰
う
。

熊
謝
し
て
曰
く
、
八
月
初
吉
邇
き
に
在
り
。
是
れ
衆
工
の
暇

日
。
今
閑
に
一
日
を
度
す
る
は
、
志
に
非
ざ
る
な
り
。
先
父

の
周
忌
今
冬
に
係
る
。
昔
日
の
厚
庇
に
、
資
を
留
め
追
薦
す

る
は
、
実
に
母
子
の
至
願
な
り
、
と
。
吏
人
感
動
し
、
遂
に

委
曲
訪
問
し
、
以
て
本
衙
に
白
す
。
本
衙
状
を
以
て
聞
き
、

命
じ
て
銀
錠
三
十
枚
を
賜
い
、
以
て
之
を
旌
す
。
実
に
天
明

五
年
乙
巳
十
二
月
な
り
。
時
に
熊
十
有
四
歳
、
馬
十
歳
。
府

帥
阿
部
侯
、
亦
前
後
に
銀
十
五
枚
、
棉
布
二
十
端
を
貺
う
。

府
下
喧
伝
し
て
以
て
盛
事
と
為
し
、往
観
す
る
者
堵か
き

の
如
し
。

士
庶
贈
遺
す
る
こ
と
接
武
な
り
。
或
い
は
償
を
増
し
て
其
の
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熊
馬
二
難
の
廬

府
下
天
満
の
郷
、
籃
工
の
児
、
長
は
熊
次
は
馬
。
其
の
父
明

を
喪
い
、
数
年
に
し
て
死
す
。
家
汔
に
し
て
烟
絶
ゆ
。
二
児

能
く
遺
業
に
力
め
、
以
て
母
を
養
う
。
孝
友
篤
至
に
し
て
、

勤
苦
罕
比
な
り
。
天
明
五
年
乙
巳
季
冬
、
旌
賞
を
膺
く
。
時

に
熊
十
四
歳
、
馬
十
歳
。
四
方
哄
伝
し
、
傾
動
せ
ざ
る
な
し
。

前
程
邈
た
り
。
慎
し
み
て
廃
墜
す
る
勿
か
れ
。
丙
午
首
夏
、

書
し
以
て
焉
に
贈
る
。
竹
山
居
士（
６
）。

竹
山
が
二
人
に
面
会
し
た
の
も
「
丙
午
之
夏
」（
天
明
六
年
（
一

七
八
六
））
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
際
か
も
し
く
は
そ
の
後
す
ぐ
に

扁
額
を
書
し
て
贈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

既
に
評
判
と
な
っ
た
孝
子
に
対
し
て
は
、
懐
徳
堂
が
積
極
的
に

援
助
・
顕
彰
す
る
必
要
性
は
低
い
の
だ
が
、
そ
う
い
っ
た
際
も
、

近
所
で
あ
れ
ば
、
自
身
の
興
味
を
充
た
す
こ
と
も
兼
ね
て
孝
子
を

訪
問
し
、
幾
ば
く
か
の
援
助
や
評
伝
作
成
を
行
な
う
と
と
も
に
、

「
庠
中
幼
子
童
孫
」
へ
の
徳
育
に
役
立
て
て
ゆ
く
と
い
う
も
の
が

竹
山
の
手
法
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三
、「
孝
子
万
吉
小
伝
」

　

鈴
鹿
の
万
吉
は
、
寛
政
年
間
に
世
間
で
大
い
に
評
判
と
な
っ
た

孝
子
で
あ
る
。懐
徳
堂
と
の
直
接
の
関
係
と
し
て
は
、『
懐
徳
堂
考
』

に
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
万
吉
を
懐
徳
堂
に
招
い
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る（
７
）。

万
吉
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
、
既
に
道

中
奉
行
桑
原
伊
予
守
よ
り
公
的
に
褒
賞
を
受
け
た
の
を
は
じ
め
、

懐
徳
堂
訪
問
以
前
に
幕
藩
民
間
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
よ
り
金
品

や
褒
賞
を
受
け
て
お
り
、
懐
徳
堂
は
既
に
世
に
知
ら
れ
た
孝
子
と

し
て
万
吉
を
招
い
た
と
い
え
る
。

　

万
吉
の
行
状
を
記
し
た
も
の
と
し
て
は
、
刊
本
で
あ
る
植
村
康

済
『
勢
州
鈴
鹿
孝
子
万
吉
伝
』（
皇
都
書
鋪
脇
阪
正
兵
衛
他
、
寛

政
元
年
（
一
七
八
九
）
已
酉
夏
五
月
、
以
下
『
植
村
版
』）
が
広

く
行
な
わ
れ
た
が
、森
銑
三
氏
は
、「
な
ほ
三
橋
成
烈
の
著
し
た『
孝

子
万
吉
伝
』
に
は
、
忠
房
の
万
吉
の
こ
と
を
書
い
た
一
文
が
附
録

に
添
う
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
涙
な
し
に
は
読
み
得
ら
れ
ぬ
も
の
で

あ
る
。
鈴
鹿
峠
の
孝
子
万
吉
を
初
め
て
世
に
紹
介
し
た
の
は
、
実

に
忠
房
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
成
烈
の
右
の
著
は
写
本
を
以
て
伝
へ

ら
れ
、
や
は
り
『
視
聴
草
』
に
も
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
忠
房
と

成
烈
と
の
記
を
要
約
し
て
書
い
た
の
に
過
ぎ
な
い
刊
本
の
『
孝
子

万
吉
伝
』（
引
用
者
注
…
『
植
村
版
』
を
指
す
）
の
み
が
広
く
行

は
れ
て
、
成
烈
の
著
を
知
る
人
の
少
い
の
が
遺
憾
で
あ
る（
８
）」

と
し

て
、
三
橋
成
烈
『
勢
州
鈴
鹿
山
麓
孝
子
万
吉
伝
』（
天
明
五
年
（
一

七
八
五
）
十
月
、
石
川
忠
房
「
万
吉
伝
附
録
」
を
附
す
、
以
下
『
三

橋
版
』）
が
万
吉
評
伝
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
と
す
る（
９
）。
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こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
忠
房
」
と
は
、
万
吉
が
孝
子
と
し

て
世
に
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
旗
本
、
石
川
忠
房
で
あ

る）
10
（

。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
鈴
鹿
峠
を
通
り
か
か
っ
た
忠
房
は
、

万
吉
と
出
会
い
そ
の
実
直
な
行
動
に
感
心
す
る
と
と
も
に
、
万
吉

が
孝
子
で
あ
る
と
の
評
判
を
聞
き
つ
け
、
そ
の
母
親
と
も
面
会
す

る
。
忠
房
は
万
吉
の
孝
状
を
三
橋
成
烈
に
告
げ
、
万
吉
を
訪
問
す

る
よ
う
勧
め
る
。
そ
れ
を
受
け
、
成
烈
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）

に
大
阪
に
登
る
際
と
翌
年
の
帰
郷
の
際
に
万
吉
を
訪
ね
そ
の
孝
行

ぶ
り
を
確
認
し
、
同
年
（
一
七
八
五
）
忠
房
の
勧
め
に
よ
り
『
勢

州
鈴
鹿
山
麓
孝
子
万
吉
伝
』
を
撰
し
た
。
万
吉
の
評
伝
は
、
ど
れ

も
孝
行
自
体
の
描
写
は
比
較
的
少
な
く
、
主
に
忠
房
が
万
吉
と
出

会
い
顕
彰
し
て
ゆ
く
経
過
が
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と

も
こ
う
い
っ
た
成
立
事
情
が
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

該
書
撰
述
に
至
る
経
緯
は
『
三
橋
版
』
に
、

忠
房
猶
も
人
に
語
り
、
彼
が
孝
徳
を
世
に
弘
め
且
人
の
子
た

る
者
の
鑑
に
も
せ
ま
ほ
し
、此
の
事
し
る
し
て
よ
と
あ
れ
ど
、

初
め
足
下
の
見
出
し
給
ひ
ぬ
る
孝
子
な
れ
ば
、
足
下
こ
そ
筆

と
り
給
ひ
ね
と
言
ひ
し
か
ど
、
一
人
よ
り
二
人
見
聞
き
た
る

が
全
け
れ
ば
、
し
ひ
て
と
あ
る
に
、
い
な
び
難
く
て
、
年
年

に
見
聞
き
及
び
た
る
事
を
拙
き
詞
に
し
る
し
侍
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
石
川
忠
房
及
び
三
橋
成
烈
両

人
の
知
見
を
合
わ
せ
成
立
し
た
『
三
橋
版
』
は
、
万
吉
顕
彰
の
嚆

矢
で
は
あ
っ
た
が
、
写
本
で
あ
り
部
数
も
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
忠
房
の
万
吉
顕
彰
に
つ
い
て
詳
細
な
検
証
を

行
な
っ
た
フ
ァ
ン
・
ス
テ
ー
ン
パ
ー
ル
・
ニ
ー
ル
ス
氏
は
、「
そ

も
そ
も
「
万
吉
伝
」
は
「
人
の
子
」
の
た
め
で
は
な
く
、
顕
彰
に

と
も
に
関
わ
る
「
同
志
」
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
し
か
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
流
通
・
利
用
の
実
態
を
見
せ
て
い
る
」（
ニ
ー
ル

ス
氏
前
掲
稿
）
と
し
て
、
忠
房
ら
に
と
っ
て
「
孝
子
顕
彰
そ
の
も

の
が
自
分
の
志
を
表
現
す
る
「
場
」
で
あ
り
」、
広
く
民
衆
を
教

化
す
る
こ
と
に
特
化
し
た
活
動
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る）
11
（

。
こ
れ
に
対
し
て
『
植
村
版
』
は
、
販
売
す
る
た
め
に
刊
本

と
し
て
刷
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
目
的
か
ら
も
流
通

径
路
か
ら
も
よ
り
広
く
世
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
ま
た
万
吉
伝
を
載
す
『
近
世
孝
子
伝
』
に
、

石
川
忠
房
浪
華
に
あ
り
し
時
に
万
吉
の
事
を
杉
浦
某
に
語
れ

は
某
ま
た
講
筵
に
て
之
を
子
弟
に
語
る
に
挙
座
感
泣
せ
ざ
る

は
な
か
り
し
と
ぞ

と
あ
る
。
万
吉
が
孝
子
と
し
て
名
を
博
し
た
原
因
と
し
て
は
、
評

伝
が
多
く
の
人
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
、
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個
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
講
義
と
い
っ
た
形
で
の
、
口
頭
に
よ

る
伝
達
も
大
き
な
力
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
顕
彰
に
よ
り
、
万
吉
は
「
そ
の
名
は
江
戸
・
京
坂
に

ま
で
伝
え
ら
れ
、
勢
州
鈴
鹿
孝
子
万
吉
伝
は
じ
め
数
種
の
伝
記
、

官
撰
孝
義
録
記
載
の
略
伝
あ
り
、
つ
い
に
鈴
鹿
峠
の
名
物
男
と
し

て
諸
大
名
・
幕
府
の
有
司
な
ど
ま
で
東
海
道
の
往
還
に
万
吉
の
家

を
訪
れ
、
金
品
を
下
賜
す
る
有
様
で
あ
っ
た）
12
（

」、「
た
と
え
ば
鈴
鹿

孝
子
万
吉
の
よ
う
に
学
者
や
大
名
た
ち
が
往
還
の
さ
い
、
万
吉
を

み
る
こ
と
を
語
り
草
と
す
る
よ
う
な
「
孝
子
ス
タ
ー
」
さ
え
も
生

み
だ
さ
れ）
13
（

」
な
ど
と
さ
れ
る
よ
う
な
著
名
人
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

天
明
期
を
代
表
す
る
文
人
で
、
幕
府
編
集
の
『
孝
義
録
』
の
編

者
も
務
め
た
大
田
南
畝
の
随
筆
『
一
話
一
言
』
に
も
、「
鈴
鹿
孝

子
伝
」
な
る
万
吉
評
伝
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
末
尾

に
、

此
孝
子
東
都
に
来
り
て
馬
喰
町
馬
場
駿
河
屋
甚
助
方
に
宿
り

居
れ
り
、
予
こ
れ
に
見
へ
ん
と
て
行
し
が
、
其
日
は
他
に
出

し
と
て
あ
は
で
や
み
き
。（『
一
話
一
言
』
巻
三）
14
（

）

と
、南
畝
自
身
が
面
会
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

表
彰
の
た
め
に
訪
れ
た
江
戸
（
天
明
七
年
三
月
四
日
）
で
の
万
吉

の
人
気
ぶ
り
が
見
て
と
れ
る
。

　

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
の
冬
、
大
坂
を
訪
れ
た
万
吉
を
京
都

の
儒
者
若
槻
幾
斎
が
懐
徳
堂
に
案
内
し
、
竹
山
と
万
吉
と
の
会
見

が
成
立
し
た
。
こ
の
訪
問
に
つ
い
て
、『
懐
徳
堂
考
』
は
、

鈴
鹿
の
孝
子
万
吉
を
懐
徳
堂
に
招
き
て
之
を
講
堂
に
延
き
、

生
徒
を
聚
め
て
会
見
せ
し
め
、
席
上
饅
頭
を
出
し
、
万
吉
を

し
て
手
づ
か
ら
生
徒
に
頒
ち
て
其
の
孝
行
に
あ
や
か
ら
し
め

（『
懐
徳
堂
考
』
下）
1（
（

）

と
記
し
て
お
り
、
ま
さ
に
「
孝
子
ス
タ
ー
」
と
い
う
に
相
応
し
い

取
り
扱
い
で
あ
っ
た
。
自
身
と
と
も
に
生
徒
も
会
見
に
同
席
さ
せ

た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
会
見
が
教
育
機
関
と
し
て
の
懐
徳
堂
の
徳
育

実
践
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
会
見
の
後
、
竹
山
は
「
孝
子
万
吉
小
伝）
16
（

」（
万
吉
の
孝
状

と
褒
賞
の
状
況
と
を
簡
潔
に
記
し
た
後
に
万
吉
図
の
賛
を
附
す
）

を
撰
し
て
い
る
。

鈴
鹿
山
下
の
童
万
吉
、
四
歳
に
し
て
孤
な
り
。
母
善
く
病
み
、

寡
居
し
て
之
を
撫
す
も
、
幾
ど
自
存
す
る
能
は
ず
。
隣
人
久

平
、
善
く
之
を
視
、
餒う

え
ざ
る
を
得
。
万
甫は
じ

め
六
歳
、
既
に

其
の
憂
い
を
知
る
。
家
は
山
址
官
道
に
在
れ
ば
、
乃
ち
日
び

行
客
に
懇つ
と

め
て
、
軽
嚢
微
橐
を
荷に
な

い
、
一
蓑
笠
小
棨
戟
の
若

懐徳堂研究　第 10 号　平成 31 年 2 月 28 日

48



き
も
、
送
り
て
山
嶺
に
至
り
、
因
り
て
数
銭
を
要も
と

む
。
登
降

晷
を
窮
め
、
以
て
其
の
養
を
助
く
。
終
年
未
だ
嘗
て
嬉
遊
せ

ず
。
母
疾
動
あ
れ
ば
、
日
夕
輙
ち
扶
持
し
、
食
を
作
り
薬
を

市か

う
こ
と
、
屹
と
し
て
成
人
の
如
し
。
衆
皆
焉
を
嗟
賞
す
。

天
明
中
、
天
下
連
年
凶
饑
あ
り
。
万
益ま
す

ま
す
勤
苦
す
る
も
、

日
に
必
ず
少
米
を
得
て
以
て
進
む
。
母
未
だ
食
わ
ざ
れ
ば
、

己
敢
て
食
わ
ず
。
癸
卯
秋
、
東
人
石
川
氏
、
其
の
僚
と
還
る

に
大
坂
護
曹
よ
り
す
。
途
み
ち
万
の
挙
止
を
異
と
し
、
廬
に

就
き
廉
問
し
、
殫
こ
と
ご
とく
其
の
実
を
得
。
僉み
な

感
動
資
給
し
、
已
に

し
て
還
り
益
ま
す
庶
僚
に
告
げ
、
力
を
勠あ
わ

せ
て
周
く
卹め
ぐ

む
。

聞
く
者
或
い
は
誦
を
作
り
之
を
鳴
ら
し
、
名
遂
に
著
称
せ
ら

る
。
乙
巳
夏
、
冷
泉
君
日
光
幣
使
と
為
り
、
廬
を
造
り
て
賞

賚
す
。
丁
未
春
、
邑
宰
状
を
以
て
聞
き
、
官
乃
ち
万
を
召
し
、

銀
錠
二
十
枚
を
錫た
ま

い
、
又
命
ち
て
歳
さ
い
廩
給
す
る
に
、
母

の
身
を
終
う
る
を
以
て
す
。
万
時
に
年
十
有
二
。
戊
申
夏
、

執
政
白
川
侯
、
上
国
を
巡
視
し
、
万
を
関
駅
に
召
見
し
、
白

金
を
錫
う
。
寛
政
已
酉
冬
、
久
平
万
を
拉
き
大
阪
に
来
る
。

友
人
子
寅
、
導
き
て
吾
が
庠
に
至
り
、
相
見
ゆ
る
を
得
。
府

帥
佐
倉
侯
、
之
を
聞
き
て
諸
を
副
邸
へ
召
し
、
食
及
び
布
帛

を
賜
う
。
万
の
至
る
や
、
予
画
人
子
温
を
し
て
、
座
貌
に
就

き
て
焉
を
取
ら
し
め
、
因
り
て
系
く
る
に
賛
を
以
て
す
。
其

の
辞
に
曰
く
、

鈴
山
の
険
、
童
は
僕
賃
し
、
艱
辛
し
母
に
供
す
。
厥
の
未
だ

齔
せ
ざ
る
よ
り
、
歳
行
の
周
き
こ
と
、
孜
孜
と
し
て
力
を
竭

す
。
天
石
子
を
誘
い
、
克
く
幽
側
を
燭て

ら
せ
し
む
。
旌
典
閭

に
及
び
、
朝
紳
枉
げ
て
軒
す
。
聞
か
し
む
こ
と
電
馳
に
し
て
、

府
下
哄
然
た
り
。
邂
逅
何
れ
の
夕
か
、
我
心
則
ち
降く
だ

る
。
命

じ
て
其
の
真
を
写
し
、
風
容
を
宛
示
せ
し
む
。
上
相
は
熊
ゆ
う
し
よ
く軾

し
、
嘗つ
ね

に
優
奨
を
加
う
。
帥
台
は
今
日
、
申か
さ

ぬ
る
に
寵
賞
を

以
て
す
。
陸
橘
呉
蚊
、
生
孝
夷つ
ね

に
匪
ざ
る
も
、
我
万
吉
を
瞻み

る
に
、
幼
蹟
更
に
奇
な
り
。

己
酉
仲
冬　
　

竹
山
居
士
撰

　

僕
賃　
『
左
氏
』
申
鮮
虞
、
野
に
僕
賃
す
。

　

匪
夷　
『
易
』
夷
の
思
う
所
に
匪
ず）
1（
（

。

　

余
談
乍
ら
、
当
世
の
医
者
橘
南
谿
（
一
七
五
三
―
一
八
〇
五
）

の
随
筆
『
北
窓
瑣
談
』
に
は
、
万
吉
の
そ
の
後
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
て
い
る
。

鈴
鹿
の
孝
子
の
ご
と
き
幼
年
の
時
は
、
其
名
高
く
公
よ
り
も

褒
美
し
給
ひ
け
る
が
、
年
長
じ
て
後
は
穢
行
多
く
、
又
博
奕

さ
へ
好
み
て
、
万
づ
常
人
に
だ
も
、
其
行
ひ
及
び
が
た
け
れ

ば
、
其
里
の
庄
屋
な
ど
、
公
の
咎
め
を
恐
れ
て
、
と
か
く
異

見
を
加
へ
け
れ
ど
も
、
更
に
聞
入
れ
ず
と
風
説
有
し
が
、
い
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か
ゞ
な
り
し
や
。
…
…
人
始
あ
ら
ざ
る
事
な
し
。
よ
く
終
あ

る
事
す
く
な
し
と
い
ふ
古
語
も
思
ひ
合
さ
れ
し
。（『
北
窓
瑣

談
』
巻
三）
18
（

）

幼
い
頃
孝
子
と
し
て
名
高
か
っ
た
万
吉
も
、
成
長
し
て
後
は
凡
人

に
も
劣
る
行
状
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
南
谿
も
「
風
説
」
と

記
し
て
お
り
、
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
明
治
期
の
随
筆
『
桜
斎
随
筆
』
に
、

廿
三
、
高
名
な
る
孝
子
万
吉
は
四
十
六
歳
の
時
母
死
し
文
政

四
年
江
州
信
楽
代
官
所
へ
足
軽
に
召
出
さ
れ
万
延
元
年
庚
申

八
十
五
歳
に
て
死
す
旧
莫
不
よ
り
孝
ハ
百
徳
の
本
と
て
徳
本

と
云
名
字
を
賜
る
子
孫
江
州
信
楽
に
在
り
坂
の
下
に
ハ
活
し

と
云
々
（『
桜
斎
随
筆
』
第
五
二
冊
巻
四
六）
19
（

）

と
あ
り
、
後
世
に
至
る
も
、
そ
の
子
孫
に
ま
で
関
心
が
及
ん
で
い

た
様
子
が
窺
え
る
。

四
、「
錫
類
紀
」

　
『
懐
徳
堂
考
』
に
、
竹
山
に
よ
る
孝
子
顕
彰
と
し
て
、

或
は
豊
後
杵
築
の
孝
女
初
が
手
織
の
木
綿
に
て
、
孝
女
初
手

製
の
字
を
染
め
抜
き
し
手
拭
を
製
し
て
人
に
頒
ち
し
こ
と
も

あ
り
。（『
懐
徳
堂
考
』
下
巻）
20
（

）

と
記
さ
れ
て
い
る
孝
女
は
つ
（
孝
女
初
）
は
、
豊
後
の
人
で
あ

る）
21
（

。
豊
後
の
学
者
三
浦
梅
園
の
記
し
た
孝
行
譚
集
で
あ
る
『
愉
婉

録
』
に
、
懐
徳
堂
が
は
つ
に
募
金
を
送
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。

郡
監
綾
部
妥や
す
た
ね胤

（
華
名
文
右
衛
門
）
は
、
は
つ
が
久
し
く
つ

か
へ
し
主
人
な
り
。
妥
胤
、
安
永
丙
申
の
冬
、
国
の
事
有
て

大
坂
に
ゆ
か
れ
し
に
、
大
坂
学
校
懐
徳
堂
の
教
授
中
井
竹
山

先
生
よ
り
、
か
の
初
に
贈
物
有
て
其
事
を
嘉
し
ら
れ
た
り
。

そ
れ
を
謝
す
る
と
て
、初
手
拭
ひ
と
つ
妥
胤
の
使
に
託
し
て
、

か
の
先
生
に
遣
し
け
る
。
先
生
孝
子
の
贈
物
と
て
大
に
悅
、

明
て
正
月
廿
日
、
其
家
の
節
会
と
て
、
親
族
旧
識
門
人
な
ど

百
数
十
人
集
り
、
文
よ
み
詩
作
り
、
酒
な
ど
た
う
べ
て
遊
ぶ

事
な
り
し
に
、
其
日
の
手
水
場
に
は
、
山
城
な
る
川
島
村
儀

兵
衛
が
家
の
竹
に
て
手
拭
か
け
を
作
り
、
か
の
て
の
ぐ
ひ
に

自
ら
「
豊
後
杵
築
孝
女
初
手
製
」
と
書
て
か
け
た
り
。
妥
胤

も
其
日
の
賓
に
預
れ
り
。
竹
山
衆
賓
を
揖
し
、
か
の
帨
架
を

し
め
し
、「
是
み
な
孝
子
の
贈
物
な
り
。
殊
に
け
ふ
の
賓
妥
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胤
は
、
孝
子
の
み
や
づ
か
へ
し
主
人
な
り
。
い
ざ
よ
り
て
ま

の
あ
た
り
其
孝
状
を
聞
給
へ
」
と
有
し
か
ば
、
満
堂
の
衆
賓

ま
ど
居
し
て
こ
れ
を
き
き
、
皆
嘆
称
せ
し
は
、
ま
た
孝
女
の

栄
に
あ
ら
ず
や
。（『
愉
婉
録）
22
（

』）

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
後
に
は
、
続
い
て
竹
山
が
義
兵
衛
を
称
え

た
漢
詩
「
孝
子
義
画
像
引
」（『
奠
陰
集
』
詩
巻
四）
23
（

）
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。
先
の
『
懐
徳
堂
考
』
の
記
述
は
こ
の
正
月
節
会
の
こ
と

を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
安
永
丙
申
（
五
年
（
一
七

七
六
））
以
前
に
、
懐
徳
堂
が
は
つ
に
贈
物
を
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　

ま
た
中
井
履
軒
に
は
、は
つ
の
行
状
を
記
し
た「
錫
類
記
」（『
敝

帚
続
編）
24
（

』）
と
い
う
作
品
が
あ
り
、
そ
の
梗
概
は
以
下
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

　

は
つ
は
幼
い
頃
父
と
死
別
し
、
病
気
の
母
と
二
人
暮
ら
し

で
あ
っ
た
。
病
気
で
働
け
な
い
母
の
代
り
に
、
七
・
八
歳
の

こ
ろ
よ
り
物
売
り
な
ど
し
て
生
計
を
立
て
る
。
一
六
歳
の
こ

ろ
、
そ
の
孝
行
が
認
め
ら
れ
、
藩
主
よ
り
褒
賞
を
受
け
る
。

　

そ
の
孝
行
ぶ
り
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る

時
、
母
の
病
気
が
重
く
な
り
、
食
欲
が
な
く
な
っ
た
。
母
が

塩
辛
に
酒
塩
（
塩
を
酒
に
と
い
た
も
の
）
を
振
っ
た
も
の
な

ら
食
べ
ら
れ
そ
う
だ
と
告
げ
る
と
、
は
つ
は
深
夜
に
も
か
か

わ
ら
ず
買
い
に
出
か
け
る
。
深
夜
で
あ
っ
た
が
、
偶
然
が
重

な
っ
て
魚
屋
・
酒
屋
が
就
寝
し
て
お
ら
ず
塩
辛
・
酒
を
購
入

で
き
た
。

　

母
親
の
死
去
の
後
、
は
つ
親
子
を
気
に
掛
け
、
ず
っ
と
住

居
を
貸
し
て
い
た
家
主
の
定
七
が
病
気
に
な
っ
た
た
め
、
は

つ
は
定
七
と
同
居
し
、
ま
る
で
本
当
の
親
子
の
よ
う
に
身
の

回
り
の
世
話
を
す
る
。
だ
が
、
定
七
も
程
な
く
病
に
よ
り
死

亡
す
る
。

　

そ
の
う
ち
、
藩
主
よ
り
再
度
の
褒
賞
に
預
か
っ
た
が
、
そ

の
褒
美
も
す
べ
て
母
の
墓
と
祖
母
の
墓
と
を
建
て
る
た
め
に

使
っ
た
。

　

定
七
は
も
と
も
と
は
つ
を
一
人
息
子
の
嫁
に
と
望
ん
で
い

た
の
だ
が
、
息
子
和
吉
は
賭
博
を
好
み
素
行
が
不
良
で
あ
っ

た
た
め
、
結
局
定
七
に
勘
当
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
和
七
は
行

方
を
眩く
ら

ま
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

あ
る
日
、
そ
の
和
吉
が
は
つ
の
元
に
や
っ
て
来
て
、
自
分

は
心
を
入
れ
替
え
た
と
告
げ
、蓄
え
た
金
を
は
つ
に
手
渡
す
。

は
つ
は
返
そ
う
と
す
る
の
だ
が
、
和
吉
は
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
、
決
し
て
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。

　

和
吉
が
真
人
間
に
な
っ
た
こ
と
を
喜
ん
だ
親
戚
や
郷
里
の

者
は
、
定
七
の
願
い
通
り
に
和
吉
と
は
つ
と
を
結
婚
さ
せ
る
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こ
と
に
決
め
、
定
七
の
七
回
忌
が
過
ぎ
て
後
、
め
で
た
く
二

人
は
夫
婦
と
な
っ
た
。

　

序
の
冒
頭
に
『
毛
詩
』（
大
雅
、
生
民
之
什
「
既
酔
」）
を
引
用

し
て
、詩

に
曰
く
、「
孝
子
匱
し
か
ら
ず
、永
く
爾
が
類
を
錫
う
」と
。

信
な
る
か
な
言
や
。（「
錫
類
記）
2（
（

」）

と
あ
り
、
題
名
の
「
錫
類
」
と
は
こ
の
「
永
く
爾
が
類
を
錫
う
」

を
踏
ま
え
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る）
26
（

。
は
つ
の
善
行
が
、
和

吉
を
改
心
さ
せ
た
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
序
に
、

近
日
吾
聞
く
所
、
孝
子
孝
婦
旌
典
を
膺う

け
、
褒ほ
う
ら
い賚

を
受
く
。

（「
錫
類
記）
2（
（

」）

と
あ
る
。「
吾
聞
く
所
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
す
に
、
梅
園
が
藩

よ
り
褒
賞
を
受
け
た
は
つ
の
行
状
に
注
目
し
て
懐
徳
堂
に
伝
え
、

そ
れ
を
受
け
て
竹
山
が
贈
物
を
送
る
と
と
も
に
、
履
軒
が
「
錫
類

記
」
を
撰
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
湯
城
吉
信
氏
が
、「
履
軒

と
梅
園
が
文
通
を
開
始
す
る
の
は
安
永
三
年
に
な
っ
て
か
ら
の
よ

う
だ
。
…
…
両
者
の
文
通
は
孝
子
顕
彰
運
動
を
媒
介
に
始
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
」（
湯
城
氏
前
掲
論
文
）
と
す
る
よ
う
に
、
孝
子

顕
彰
運
動
は
、
儒
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
及
び
維
持
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
錫
類
記
」
は
、
股
野
玉
川
編
著
の
孝
行
譚
集
で
あ
る
『
忠
孝

成
美
録
』
に
、
高
山
彦
九
郎
「
上
州
三
堀
孝
子
伝
」
と
と
も
に
収

載
さ
れ
て
い
る）
28
（

。
竹
山
が
股
野
玉
泉
『
孝
婦
鳴
盛
編
』
に
跋
、
中

村
正
尊
『
肥
後
孝
子
伝
』
に
序
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
と
同
様

に
、孝
子
の
情
報
や
孝
子
に
関
連
し
た
作
品
が
、儒
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
や
り
と
り
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
孝
子
顕
彰
を
介
し

た
交
流
が
即
ち
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
た
様
子
が
窺

え
る）
29
（

。五
、「
孝
三
伝
」

　

こ
の
他
、
履
軒
の
随
筆
集
で
あ
る
『
敝
帚
続
編
』（
大
阪
大
学

附
属
図
書
館
蔵
）
に
は
、「
孝
三
伝
」
な
る
文
章
が
収
載
さ
れ
て

い
る）
30
（

。
こ
れ
は
履
軒
の
手
に
な
る
上
野
国
の
孝
子
大
沢
三
二
郎
の

評
伝
で
あ
る
。
履
軒
が
遠
く
上
野
の
人
物
の
伝
記
を
記
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
西
村
天
囚
は
、「
履
軒
敝
帚
に
孝
三
伝
卯
谷
伝

あ
り
て
、
上
野
の
美
談
を
記
し
ゝ
は
、
蓋
し
之
を
彦
九
郎
に
得
し

者
な
る
べ
し）
31
（

」
と
す
る
。
上
野
出
身
の
高
山
彦
九
郎
と
懐
徳
堂
と
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の
間
に
は
夙
に
交
流
が
あ
り
、「
高
山
彦
九
郎
の
京
攝
を
過
ぐ
る

や
、
亦
必
ず
竹
山
を
訪
へ
り
、
彦
九
郎
孝
義
貞
烈
を
好
む
こ
と
渇

の
飲
に
於
け
る
が
如
く
、
竹
山
履
軒
も
亦
善
を
好
む
こ
と
食
色
の

如
し
」（
同
上
）
と
さ
れ
る
。『
高
山
彦
九
郎
日
記
』
第
五
巻）
32
（

に
竹

山
か
ら
彦
九
郎
に
宛
て
た
書
翰
（
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
付
）

が
収
載
さ
れ
て
い
る
他
、
彦
九
郎
の
日
記
に
は
、
天
明
二
年
（
一

七
八
二
）、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）、

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
竹
山
・
履
軒
に
関
す
る
記
述
が
見
え

る）
33
（

。

　

高
山
は
、「
聞
人
説
孝
子
義
僕
事
、
雖
遠
艙
往
問
之
、
転
述
之

於
人
」（
頼
山
陽
「
高
山
彦
九
郎
伝
」（『
高
山
彦
九
郎
日
記
』
第
五

巻
所
収
））、「
間
聞
有
孝
子
義
奴
烈
婦
、
雖
迂
其
途
、
必
往
問
之
」

（
塩
谷
宕
陰「
高
山
正
之
伝
」（『
高
山
彦
九
郎
日
記
』第
五
巻
所
収
））

と
さ
れ
る
よ
う
に
、
忠
孝
を
尊
び
、
孝
子
義
僕
と
実
際
に
面
会
す

る
こ
と
を
好
ん
だ
。
高
山
は
そ
の
生
涯
の
多
く
を
旅
に
過
ご
し
た

が
、
実
際
そ
の
旅
の
途
中
で
孝
子
の
噂
を
聞
く
と
そ
の
元
を
訪
ね

て
お
り
、
こ
れ
も
竹
山
・
履
軒
兄
弟
が
龍
野
旅
行
（『
昔
の
旅
』）

に
お
い
て
、
孝
子
貞
婦
を
訪
問
し
た
こ
と
と
通
じ
る）
34
（

。

　

こ
う
い
っ
た
性
情
故
、
自
身
が
「
口
を
極
め
て
人
の
順
良
を
称

す
」（『
在
津
紀
事
』
下）
3（
（

）
と
評
し
た
竹
山
・
履
軒
兄
弟
と
通
じ
る

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

孝
子
大
沢
三
二
郎
、
上
毛
新
田
牛
沢
村
の
人
。
母
に
事
え
て

至
孝
。
家
貧
し
く
力
作
す
。
兄
富
み
て
貲
多
け
れ
ど
、
母
則

ち
三
二
郎
の
養
に
安
ん
じ
て
焉
に
依
る
。
其
れ
耕
耨
し
て
田

に
在
る
も
、
常
に
母
を
忘
る
る
能
わ
ず
。
其
の
心
稍
や
安
ん

ず
れ
ば
、
輙
ち
來
耜
を
捨
て
、
還
り
て
母
を
省
み
る
。
或
は

晴
雨
を
談
じ
て
、
復
た
往
く
。
或
は
未
だ
家
に
至
ら
ず
し
て
、

母
を
望
み
て
其
の
閑
暢
の
状
を
見
、
而
し
て
心
安
ん
ず
れ
ば

則
ち
反
る
。
斯
く
の
如
き
は
日
に
三
四
た
び
。
神
祠
仏
宇
、

時
に
斎
醮
有
れ
ば
、
輙
ち
母
を
負
い
て
往
く
。
春
花
秋
月
に

及
び
て
は
、
唯
母
の
欲
す
る
所
に
往
く
。
躬
は
垢
弊
を
服
せ

ど
も
、
母
は
鮮
美
を
服
せ
し
む
。
母
年
益
ま
す
高
じ
、
背
に

安
ん
ず
る
能
わ
ず
。
乃
ち
為
に
竹
轎
を
製
り
、
其
の
子
と
之

を
舁
く
。
母
又
久
し
く
轎こ
し

に
坐
す
能
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
或
は

轎
し
、
或
は
背お

う
。
其
の
轎
を
製
る
や
、
常
様
を
用
い
ず
。

乃
ち
駅
道
四
脚
の
轎
な
り
。人
皆
其
の
諸
事
に
鄭
重
に
し
て
、

而
れ
ど
も
轎
製
の
麤あ
ら

き
を
怪
し
む
。蓋
し
母
の
背
に
在
る
や
、

孫
轎
を
挙
げ
て
随
う
。
常
様
の
轎
の
若
く
重
大
な
れ
ば
、
既

に
対
夫
無
く
、
独
り
挙
ぐ
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。
其
の
妻
亦
孝

順
。
姑
出
ず
れ
ば
、
必
ず
薄
粥
を
煮
、
其
の
帰
る
を
俟
ち
て

之
に
哺
し
、
然
る
後
饌
飯
す
。
言
う
こ
こ
ろ
は
老
人
体
を
労

し
て
或
は
饑
う
。
随
い
て
硬
飯
餤す
す

む
れ
ば
、
恐
る
ら
く
痞
塞

を
致
す
、
と
。
其
れ
心
を
用
う
る
や
精
細
、
蓋
し
皆
此
れ
に

懐徳堂の孝子顕彰運動（三） ― 佐野大介

53



類
す
。
嘗
て
蒲
花
褥
老
者
に
宜
し
き
を
聞
き
、
即
ち
捜
索
し
、

躬
ら
往
き
て
蒲
を
刈
る
。
既
に
就
く
や
甚
だ
佳
し
。
母
尤
も

之
を
便
と
す
。
後
三
二
郎
、
人
の
老
父
母
有
る
者
に
遇
え
ば
、

輙
ち
蒲
花
褥
を
説
く
。
曰
く
、
亦
為
し
難
か
ら
ず
。
唯
半
日

の
功
を
費
や
す
の
み
、
と
。
聞
く
者
皆
其
の
太
い
に
易
き
を

疑
う
。
蓋
し
其
の
蒲
を
刈
る
や
、
池
沢
を
歴
す
る
こ
と
数
処
。

三
五
日
を
累
し
て
方
に
就な

す
。然
る
に
其
の
情
急
切
に
し
て
、

自
ら
其
の
労
を
省
か
ず
。
故
に
以
て
半
日
と
為
す
の
み
。
頗

る
剣
術
に
暁
く
、
好
み
て
長
刀
を
佩
ぶ
。
邑
に
侠
者
有
り
。

意
毎
た
び
之
を
快
か
ら
ず
。
嘗
て
酒
を
被
り
、
三
二
郎
と
途

に
遇
い
、
挑
み
て
之
と
闘
う
。
三
二
郎
辞
す
る
に
老
母
を
以

て
す
れ
ど
も
、
聴
か
ず
。
直
ち
に
刀
を
抽ぬ

き
て
之
を
撃
つ
。

三
二
郎
身
を
躱
し
て
突
入
し
、
搏つ
か

み
て
之
を
投
げ
、
其
の
刀

を
奪
い
、
刀
脊
を
以
て
連
け
て
之
を
抶う

つ
。
邑
人
趨
り
て
之

を
救
う
。
相
共
に
和
解
し
て
罷
む
。
既
に
し
て
侠
者
人
に
謂

い
て
曰
く
、
三
二
郎
孝
子
な
り
。
我
以
て
敗
る
る
所
以
に
し

て
、
我
讐
と
せ
ず
、
と
。
是
の
後
菓
餻
脯
醢
、
時
時
三
二
郎

の
母
に
饋お
く

る
と
し
か
云
う
。夫
れ
孝
能
く
豪
猾
を
感
ぜ
し
め
、

其
の
寇
害
の
心
を
喪
わ
し
む
。
亦
盛
ん
な
ら
ず
や
。
然
り
侠

者
亦
奇
男
子
と
謂
う
べ
し
。［
三
二
郎
の
歿
、
安
永
壬
辰
の

歳
に
在
り
］（『
敝
帚
続
編
』「
孝
三
伝）
36
（

」）

　

こ
の
「
孝
三
伝
」
は
小
品
な
が
ら
、
懐
徳
堂
が
広
い
交
流
関
係

を
持
ち
、
儒
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
活
発
に
活
動
し
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
資
料
で
あ
る
。
こ
う
し
た
交
流
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
活
動
と
存
在
と
が
同
義
と
な
る
。
こ
う
し
た
孝
子
の

情
報
が
遣
り
取
り
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
自
体
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
維
持
・
存
続
さ
せ
る
要
因
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

六
、
蒙
養
篇

　

こ
の
他
、
孝
子
評
伝
以
外
に
中
井
竹
山
が
撰
し
た
孝
関
連
の
記

述
が
見
ら
れ
る
も
の
に
、『
蒙
養
篇）
3（
（

』
が
あ
る
。
こ
の
書
は
童
蒙

教
育
の
為
の
啓
蒙
書
で
あ
り
、
童
蒙
に
対
し
て
「
人
の
道
」
を
説

く
が
、
中
で
も
冒
頭
部
は
孝
の
解
説
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
。

父
母
に
善
く
事
ふ
る
を
孝
と
い
ひ
、
長
上
に
善
く
事
ふ
る
を

悌
と
名
付
け
申
候
。（
第
一
条
）

　

さ
ら
に
、
第
二
条
以
降
も
孝
に
つ
い
て
の
言
及
が
多
く
み
ら

れ
る
。孝

弟
之
二
字
は
昼
夜
御
心
掛
候
て
一
生
御
失
念
不
可
有
之

候
。（
第
二
条
）
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親
に
事
ふ
る
は
手
足
の
働
第
一
た
る
べ
し
。
恩
愛
を
恃
み
て

怠
り
易
し
能
々
心
を
可
被
用
候
。（
第
一
六
条
）

一
事
を
行
ふ
に
も
親
の
心
に
叶
は
ざ
る
か
を
能
々
可
考
。
僅

の
事
も
一
分
に
任
す
事
必
不
可
有
之
候
。（
第
三
〇
条
）

　

こ
の
書
は
啓
蒙
書
と
し
て
、
各
種
道
徳
を
奨
励
す
る
こ
と
に
主

眼
が
お
か
れ
て
い
る
た
め
、
竹
山
独
自
の
孝
観
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
父
母
に
善
く
事
ふ
る
を
孝
と
い
ひ
」（
第

一
条
）、「
親
に
事
ふ
る
」（
第
一
六
条
）
な
ど
か
ら
、
童
蒙
に
奨

励
す
べ
き
孝
の
基
本
と
し
て
、
親
に
「
事
え
る
」
こ
と
を
孝
の
中

核
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
さ
ら
に
、「
恩
愛
を
恃

み
て
怠
り
易
し
」
は
、『
論
語
集
註
』
の
「
世
俗
の
親
に
事
う
る
は
、

能
く
養
い
足
る
。
恩
に
狎
れ
愛
を
恃
み
、
而
し
て
其
の
漸
く
不
敬

に
流
る
る
を
知
ら
ず
」（
為
政
篇
、
子
游
問
孝
章
）
を
踏
ま
え
た

表
現
と
考
え
ら
れ
、
竹
山
の
孝
解
釈
が
、
朱
子
学
的
理
解
か
ら
大

き
く
外
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

　

甃
庵
『
と
は
ず
が
た
り
』
は
、
罪
の
発
生
の
責
任
を
本
人
の
み

に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
生
育
環
境
（
教
育
の
不
備
）
に
も
求
め

た）
38
（

。
こ
れ
は
甃
庵
が
、
孝
を
単
な
る
天
性
の
発
露
で
は
な
く
、
獲

得
的
性
質
を
持
つ
も
の
と
捉
え
る
こ
と
か
ら
、
教
育
の
必
要
性
を

説
い
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
蘭
洲
は
童
蒙
教
育
に
お
い
て
、
妖

怪
で
子
供
を
脅
す
と
い
っ
た
手
法
に
強
く
反
対
す
る）
39
（

。
懐
徳
堂
の

童
蒙
・
初
学
者
に
対
す
る
教
育
へ
の
関
心
が
見
て
と
れ
よ
う
。

　

上
田
秋
成
は
自
身
が
学
ん
で
い
た
三
宅
石
庵
の
頃
の
懐
徳
堂
を

評
し
て
、

今
橋
の
学
問
所
、
万
年
先
生
の
時
は
、
さ
し
て
学
問
を
さ
す

で
は
な
し
に
、
む
す
こ
を
先
あ
づ
け
て
、
よ
い
事
を
少
（
し
）

で
も
聞
（
か
）
す
事
の
み
（『
胆
大
小
心
録）
40
（

』）

と
述
べ
て
い
る）

41
（

。秋
成
特
有
の
諧
謔
を
こ
め
た
表
現
で
は
あ
る
が
、

初
期
懐
徳
堂
に
お
い
て
、
初
学
者
に
対
し
て
は
深
い
学
問
を
教
授

す
る
こ
と
よ
り
も
、
身
近
な
道
徳
を
教
え
る
と
い
っ
た
風
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。『
蒙
養
篇
』
は
、
こ
う
し
た
初
期
懐
徳
堂
よ

り
続
く
童
蒙
・
道
徳
教
育
の
流
れ
を
汲
ん
だ
作
品
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

注（
１
） 
天
野
聡
一
「『
続
落
久
保
物
語
』
と
『
よ
し
は
ら
物
語
』
―
作
者
と
成

立
に
つ
い
て
―
」（『
近
世
文
藝
』
第
九
四
号
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

天
野
氏
が
竹
山
の
作
と
す
る
根
拠
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
。『
よ
し
は

ら
物
語
』
を
、『
扶
桑
残
葉
集
』
は
蘭
洲
作
、『
遺
文
集
覧
』
は
竹
山
作
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と
す
る
が
、
成
立
し
た
明
和
四
年
は
蘭
洲
没
後
で
あ
る
こ
と
。
作
者
署

名
と
し
て
「
か
ず
よ
し
」
と
あ
り
、
加
藤
景
範
『
秋
霜
集
』
に
竹
山
を

「
中
井
か
ず
よ
し
の
主
」
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
。
中
井
木
莵
麻
呂
『
懐

徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
に
「
竹
山
ノ
和
文
…
…
『
吉
原
物
語
』
ア
リ
」

と
あ
る
こ
と
。
竹
山
「
読
子
常
続
芳
原
語
詩
」（『
奠
陰
集
』）
に
「
新

坊
有
孝
女
清
明
和
丁
亥
春
受
旌
賞
予
為
著
芳
原
語
」
と
あ
る
こ
と
、
な

ど
。
氏
の
挙
げ
る
根
拠
・
行
論
は
と
も
に
充
分
に
信
頼
に
足
る
も
の
で

あ
り
、
当
該
論
文
の
「『
よ
し
は
ら
物
語
』
は
中
井
竹
山
作
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
」
と
の
見
解
は
妥
当
な
も
の
だ
と
考
え
る
。

（
２
） 

天
野
氏
前
掲
論
文
。

（
３
） 『
奠
陰
集
』
巻
一
〇
。
ま
た
『
近
世
儒
家
文
集
集
成
』
第
八
巻
、
一
九

一
―
一
九
二
頁
。『
懐
徳
堂
遺
書
』
第
三
冊
、
一
六
葉
表
―
裏
。
他
に
、

近
藤
元
弘
編
『
日
本
虞
初
新
志
』
巻
之
一
、
風
詠
舎
、
一
八
八
一
年
（
王

三
慶
主
編
『
日
本
漢
文
小
説
叢
刊
』
第
一
輯
第
一
冊
、
台
湾
学
生
書
局
、

二
〇
〇
三
年
、
一
六
八
―
一
六
九
頁
）。

（
４
） 「
蓋
大
阪
府
天
満
之
郷
、
有
籃
工
之
子
熊
馬
兄
弟
。
以
孝
勤
著
称
云
。

其
父
窶
且
喪
明
、
無
佗
以
為
生
。
勉
強
摸
索
、
以
理
旧
業
。
旁
慕
妻
、

及
熊
児
佐
之
。
糠
覈
屢
絶
者
二
歳
而
死
。
熊
自
謂
、
小
腕
難
任
壮
事
。

然
勤
力
兼
人
、
豈
不
可
以
養
母
乎
。
乃
子
臥
寅
起
、
専
心
竭
力
、
亡
何
。

揮
刀
斧
剖
巨
竹
、
不
異
壮
者
。
馬
方
髫
齔
、
亦
能
佐
之
、
矻
矻
弗
倦
。

二
人
平
居
絶
無
童
心
。
雖
良
辰
美
日
、
未
嘗
嬉
遊
。
衣
食
屋
當
、
因
得

厝
辨
。
母
諼
宿
憂
。
母
瘉
則
二
人
更
侍
湯
薬
摩
腰
支
。
或
徹
暁
不
眠
、

以
償
功
力
。
又
撫
一
孩
弟
、
友
愛
切
至
。
母
益
安
之
。
東
衙
一
吏
人
、

出
入
毎
過
其
肆
、
見
二
人
治
籃
亡
微
怠
也
。
心
異
之
、
一
日
就
買
籃
、

因
予
銭
数
陌
、
曰
、
詰
旦
且
観
場
、
以
弛
労
。
次
日
過
之
、
執
業
自
若
。

詰
之
。
熊
謝
曰
、
八
月
初
吉
在
邇
。
是
衆
工
暇
日
。
今
閑
度
一
日
、
非

志
也
。
先
父
周
忌
係
今
冬
。
昔
日
厚
庇
、
留
資
追
薦
、
実
母
子
至
願
。

吏
人
感
動
、
遂
委
曲
訪
問
、
以
白
本
衙
。
本
衙
以
状
聞
、
命
賜
銀
錠
三

十
枚
、
以
旌
之
。
実
天
明
五
年
乙
巳
十
二
月
也
。
時
熊
十
有
四
歳
、
馬

十
歳
。
府
帥
阿
部
侯
、
亦
前
後
貺
銀
十
五
枚
、
棉
布
二
十
端
。
府
下
喧

伝
以
為
盛
事
、
往
観
者
如
堵
。
士
庶
贈
遺
接
武
。
或
増
償
取
其
製
、
号

曰
孝
籃
。
予
時
丁
内
艱
、
不
遑
存
問
。
次
年
丙
午
之
夏
、
為
加
微
奨
、

召
而
見
之
。
熊
敦
敏
和
易
、
質
而
不
野
。
馬
慎
嘿
而
目
光
烱
然
。
望
而

知
其
非
凡
器
也
。
噫
嘻
府
人
侈
靡
之
風
、
惰
業
敗
行
。
父
母
詒
罹
者
、

往
往
而
然
。
今
得
斯
二
童
、
不
亦
奇
乎
。
乃
命
画
師
貌
取
焉
、
今
茲
丁

未
之
秋
、
服
除
則
裱
褙
、
以
挂
斎
壁
、
令
庠
中
幼
子
童
孫
有
所
観
感
興

起
矣
。

 

賛
曰
、
耕
稼
陶
漁
、
上
世
立
摸
。
籃
工
孳
孳
、
維
舜
之
徒
」

（
５
） 『
奠
陰
集
』
巻
一
〇
。
ま
た
『
近
世
儒
家
文
集
集
成
』
第
八
巻
、
一
八

八
頁
。『
懐
徳
堂
遺
書
』
第
四
冊
、
二
九
葉
裏
―
三
〇
葉
表
。

（
６
） 「
熊
馬
二
難
之
廬
／
府
下
天
満
郷
、籃
工
之
児
、長
熊
次
馬
。其
父
喪
明
、

数
年
而
死
。
家
汔
絶
烟
。
二
児
能
力
遺
業
、
以
養
母
焉
。
孝
友
篤
至
。

勤
苦
罕
比
。
天
明
五
年
乙
巳
季
冬
、
膺
旌
賞
。
時
熊
十
四
歳
、
馬
十
歳
。

四
方
哄
伝
、
莫
不
傾
動
。
前
程
邈
矣
。
慎
勿
廃
墜
。
丙
午
首
夏
、
書
以
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贈
焉
。
竹
山
居
士
」

（
７
） 『
懐
徳
堂
考
』
下
、
四
四
頁
。

（
８
） 
森
銑
三
「
最
上
徳
内
」（『
学
芸
史
上
の
人
々
』
第
一
章
、
二
見
書
房
、

一
九
四
三
年
）。『
視
聴
草
』
へ
の
収
載
は
、
十
集
之
八
（
福
井
保
解
題
、

史
籍
研
究
会
出
版
『
視
聴
草
』
第
八
巻
、
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊 

特
刊
第
二
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
、
四
四
二
―
四
四
九
頁
）
に
見

え
る
。

 

　

な
お
、『
植
村
版
』
と
『
三
橋
版
』
と
の
関
係
に
関
し
て
、『
植
村
版
』

の
跋
に
、「
右
万
吉
伝
は
、
京
都
御
在
番
三
橋
氏
な
る
御
方
の
筆
記
置

給
ひ
、
あ
る
つ
れ
づ
れ
に
見
せ
給
ひ
、
且
、
往
来
に
物
し
給
ひ
し
事
共
、

つ
ぶ
さ
に
物
語
し
給
ひ
し
を
、
忘
れ
て
は
益
な
し
と
記
憶
し
処
、
か
い

つ
ゞ
り
て
置
ぬ
。
同
志
上
河
氏
是
を
見
て
、
あ
づ
さ
に
ち
り
ば
め
、
世

の
美
談
と
な
さ
ん
事
を
請
ふ
。
予
も
願
ふ
所
な
れ
ど
、「
一
度
尋
ね
て

ゆ
る
し
給
は
ゞ
」
な
ど
い
ひ
て
、
は
た
さ
ゞ
り
し
に
、
今
は
東
都
に
帰

り
給
ひ
て
、
尋
る
に
便
り
な
し
。
は
た
、
此
物
語
の
埋
れ
ん
も
、
本
意

な
ら
ね
ば
、
私
に
ゆ
る
し
ぬ
。
も
し
此
書
の
東
に
め
ぐ
り
て
見
給
は
ん

事
も
あ
ら
ば
、
孝
子
美
談
に
め
で
て
、
予
が
罪
を
ゆ
る
し
給
は
ん
事
を

こ
ひ
ね
が
ふ
の
み
。
／
寛
政
元
年
巳
酉
夏
五
月　

平
安
植
村
康
済
記
」

（『
植
村
版
』）
と
示
さ
れ
て
い
る
。

（
９
） 

万
吉
及
び
『
三
橋
版
』
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ン
・
ス
テ
ー
ン
パ
ー
ル
・

ニ
ー
ル
ス
「
近
世
中
期
に
お
け
る
「
孝
子
」
顕
彰
の
実
態
と
そ
の
意
義
」

（『
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
七
号
、
二
〇
一
一
年
、

後
に
『〈
孝
子
〉
と
い
う
表
象　

―
近
世
日
本
道
徳
文
化
史
の
試
み
―
』

第
二
章
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
七
年
））
に
詳
し
い
。

（
10
） 

寛
政
四
年
・
五
年
（
一
七
九
三
・
一
七
九
四
）
に
ロ
シ
ア
使
節
ラ
ク
ス

マ
ン
が
来
日
し
た
際
、
幕
府
宣
諭
使
と
し
て
応
対
し
た
人
物
と
し
て
知

ら
れ
る
。

（
11
） 

万
吉
の
孝
行
よ
り
顕
彰
過
程
の
記
述
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、

こ
の
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

（
12
） 

伊
東
多
三
郎「
近
世
道
徳
史
の
一
考
察
」（『
国
民
生
活
史
研
究
』第
五
冊
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）。

（
13
） 

大
阪
市
立
博
物
館
『
懐
徳
堂　

―
近
世
大
阪
の
学
校
―
』、（
大
阪
市
立

博
物
館
〈
第
103
回
特
別
展
〉
図
録
、
一
九
八
六
年
、
二
五
頁
）。

（
14
） 

濱
田
義
一
郎
主
編
『
太
田
南
畝
全
集
』
第
一
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九

八
八
年
、
一
〇
八
―
一
一
〇
頁
。

（
15
） 『
奠
陰
集
』
巻
一
〇
。
ま
た
、
水
田
紀
久
編
『
奠
陰
集
』
近
世
儒
家
文

集
集
成
第
八
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
七
年
、
二
〇
四
―
二
〇
五
頁
。

『
懐
徳
堂
遺
書
』
第
三
冊
『
奠
陰
集
』
巻
之
五
、
一
七
葉
表
―
裏
。
さ

ら
に
、『
日
本
漢
文
小
説
叢
刊
』
第
一
輯
第
一
冊
、
二
〇
七
頁
に
、
鈴

木
尚
「
紀
万
吉
事
」
の
「
附
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
16
） 『
懐
徳
堂
考
』
下
、
四
四
頁
。

（
17
） 「
鈴
鹿
山
下
童
万
吉
、
四
歳
而
孤
。
母
善
病
、
寡
居
撫
之
、
幾
不
能
自
存
。

隣
人
久
平
、
善
視
之
、
得
不
餒
焉
。
万
甫
六
歳
、
既
知
其
憂
。
家
在
山

址
官
道
、
乃
日
懇
行
客
、
荷
軽
嚢
微
橐
、
若
一
蓑
笠
小
棨
戟
、
送
至
山
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嶺
、
因
要
数
銭
。
登
降
窮
晷
、
以
助
其
養
。
終
年
未
嘗
嬉
遊
。
母
疾
動
、

日
夕
輙
扶
持
、
作
食
市
薬
、
屹
如
成
人
。
衆
皆
嗟
賞
焉
。
天
明
中
、
天

下
連
年
凶
饑
。
万
益
勤
苦
、
日
必
得
少
米
以
進
。
母
未
食
、
己
不
敢
食
。

癸
卯
秋
、
東
人
石
川
氏
、
與
其
僚
還
自
大
坂
護
曹
。
途
異
万
挙
止
、
就

廬
廉
問
、
殫
得
其
実
。
僉
感
動
資
給
、
已
還
益
告
庶
僚
、
勠
力
周
卹
。

聞
者
或
作
誦
鳴
之
、
名
遂
著
称
。
乙
巳
夏
、
冷
泉
君
為
日
光
幣
使
、
造

廬
賞
賚
。
丁
未
春
、
邑
宰
以
状
聞
、
官
乃
召
万
、
錫
銀
錠
二
十
枚
、
又

命
歳
廩
給
、
以
終
母
身
。
万
時
年
十
有
二
。
戊
申
夏
、
執
政
白
川
侯
、

巡
視
上
国
、
召
見
万
于
関
駅
、
錫
白
金
。
寛
政
已
酉
冬
、
久
平
拉
万
来

大
阪
。
友
人
子
寅
、
導
至
吾
庠
、
得
相
見
。
府
帥
佐
倉
侯
、
聞
之
召
諸

副
邸
、
賜
食
及
布
帛
。
万
之
至
也
、
予
命
画
人
子
温
、
就
座
貌
取
焉
。

因
系
以
賛
。
其
辞
曰
、

 

鈴
山
之
険
、
童
兮
僕
賃
、
艱
辛
供
母
。
從
厥
未
齔
、
歳
行
之
周
、
孜
孜

竭
力
。
天
誘
石
子
、
克
燭
幽
側
。
旌
典
及
閭
、
朝
紳
枉
軒
。
令
聞
電
馳
、

府
下
哄
然
。
邂
逅
何
夕
、
我
心
則
降
。
命
冩
其
真
、
宛
示
風
容
。
上
相

熊
軾
、
嘗
加
優
奨
。
帥
台
今
日
、
申
以
寵
賞
。
陸
橘
呉
蚊
、
生
孝
匪
夷
、

我
瞻
万
吉
、
幼
蹟
更
奇
。

 

　

乙
酉
仲
冬 

竹
山
居
士
撰

 

　
　

僕
賃　

左
氏
申
鮮
虞
僕
賃
于
野

 

　
　

匪
夷　

易
匪
夷
所
思
」。

 

　

な
お
、
最
後
の
二
行
は
語
釈
で
当
該
語
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公

二
七
年
秋
九
月
、
及
び
『
易
』
渙
卦
の
六
四
に
見
え
る
。
ま
た
、「
子
寅
」

と
は
若
槻
幾
斎
の
字
。「
佐
倉
侯
」
と
は
堀
田
正
順
、
下
総
国
佐
倉
藩

二
代
藩
主
で
当
時
の
大
坂
城
代
。「
子
温
」
と
は
蔀
関
月
の
字
。

（
18
） 

日
本
随
筆
大
成
編
集
部
編
『
日
本
随
筆
大
成
〈
第
二
期
〉』
一
五
、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
、
二
一
九
頁
。

（
19
） 

鹿
島
則
孝
編
著
、
鹿
島
則
良
等
編
『
桜
斎
随
筆
』
第
一
六
巻
（
本
の
供

社
、
二
〇
〇
一
年
、
二
四
〇
頁
）。
編
著
者
の
鹿
島
則
孝
は
鹿
島
神
宮

宮
司
鹿
島
家
第
六
六
代
。
原
本
は
序
に
「
明
治
二
十
五
年
四
月
十
五
日　

鹿
島
則
孝
誌
」
と
あ
る
。

（
20
） 『
懐
徳
堂
考
』
下
、
四
四
頁
。

（
21
） 

拙
稿
「
中
井
履
軒
「
錫
類
記
」
及
び
孝
女
は
つ
関
連
文
献
に
つ
い
て
」

（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二
〇
〇
六
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
22
） 

本
稿
は
『
梅
園
全
集
』
下
巻
（
梅
園
会
編
、
一
九
一
二
年
）
を
底
本
と

し
た
が
、
湯
城
吉
信
氏
が
、
三
浦
梅
園
自
筆
・
初
稿
本
「
愉
婉
録
」
は
、

引
用
冒
頭
部
を
、「
郡
監
綾
部
妥
胤
（
華
名
文
左
ヱ
門
）
ハ
は
初
か
久

し
く
つ
か
へ
し
主
人
な
り
。
妥
胤
安
永
丙
申
の
冬
、
国
の
事
有
て
大
坂

に
ゆ
か
れ
し
に
、
大
坂
学
校
懐
徳
堂
の
教
授
中
井
竹
山
は
か
ね
て
し
れ

る
人
に
て
彼
に
て
も
先
た
つ
て
初
か
孝
状
も
き
か
れ
、
其
弟
履
軒
錫
類

4

4

4

4

4

4

記
と
て
其
事
も
し
る
さ
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
竹
山
先
生
よ
り
か
の
初
に
贈
り
物
有
て
其

事
を
嘉
し
ら
れ
た
り
」（
傍
点
引
用
者
）
に
作
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る（
湯
城
吉
信「
三
浦
梅
園
あ
て
の
中
井
履
軒
書
簡
」『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

報
』
二
〇
〇
九
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
23
） 『
懐
徳
堂
遺
書
』
第
一
冊
、
七
葉
表
―
裏
。
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（
24
） 

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
蔵
。
ま
た
関
儀
一
郎
編
『
続
日
本

儒
林
叢
書
』
第
三
冊
、
東
洋
図
書
刊
行
会
、
一
九
三
二
年
、
三
九
―
四

二
頁
。

（
25
） 「
詩
曰
、
孝
子
不
匱
、
永
錫
爾
類
、
信
哉
言
乎
」。

（
26
） 

当
該
部
の
鄭
箋
に
、「
孝
子
の
行
な
い
、
竭
極
の
時
有
る
に
非
ず
、
長

く
以
て
女な
ん
じの
族
類
を
錫
与
す
。
之
を
広
め
て
以
て
天
下
に
教
道
す
る
を

謂
う
な
り
（
孝
子
之
行
、
非
有
竭
極
之
時
、
長
以
錫
与
女
之
族
類
。
謂

広
之
以
教
道
天
下
也
）」
と
あ
る
。

（
27
） 「
近
日
吾
所
聞
、
孝
子
孝
婦
膺
旌
典
、
受
褒
賚
」。

（
28
） 

こ
の
他
、『
日
本
虞
初
新
志
』
巻
之
一
、
二
〇
〇
三
年
、
一
八
四
―
一

八
六
頁
。

（
29
） 

中
井
竹
山
「
肥
後
孝
子
伝
序
」（『
奠
陰
集
』
巻
一
〇
。『
懐
徳
堂
遺
書
』

第
三
冊
、
一
五
葉
裏
―
一
六
葉
裏
。
ま
た
武
藤
厳
男
等
編
『
肥
後
文
献

叢
書
』
第
四
巻
、
隆
文
館
、
一
九
〇
九
年
、
一
―
二
頁
）。『
孝
婦
鳴
盛

編
』
に
関
し
て
は
前
稿
「
懐
徳
堂
の
孝
子
顕
彰
運
動
（
二
）　

―
中
井

竹
山
・
履
軒
を
中
心
に
（
上
）
―
」
を
参
照
。

（
30
） 

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懷
德
堂
文
庫
蔵
。
ま
た
関
儀
一
郎
編
『
続
日
本

儒
林
叢
書
』（
東
洋
図
書
刊
行
会
、
一
九
三
〇
年
、
四
二
―
四
三
頁
）。

な
お
、『
日
本
虞
初
新
志
』
は
目
次
に
は
巻
之
六
に
「
孝
三
伝　

中
井

積
徳
」
と
見
え
る
が
三
巻
以
降
の
本
文
を
有
さ
な
い
。『
日
本
漢
文
小

説
叢
刊
』
に
附
さ
れ
た
「《
日
本
虞
初
新
志
》
日
文
出
版
説
明
」
に
、「
本

書
は
説
明
に
よ
る
と
七
巻
七
冊
あ
る
と
い
う
が
、
今
日
見
る
こ
と
の
で

き
る
の
は
わ
ず
か
に
初
め
の
二
冊
だ
け
で
あ
る
。
売
れ
行
き
が
よ
く

な
か
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
他
の
理
由
に
よ
っ
て
再
び
続
刊
し
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」（『
日
本
漢
文
小
説
叢
刊
』 

第
一
輯
第
一
冊
、
一

三
九
―
一
四
〇
頁
）
と
あ
る
。

（
31
） 『
懐
徳
堂
考
』
下
、
四
七
頁
。

（
32
）
千
々
和
実
・
萩
原
進
編
『
高
山
彦
九
郎
日
記
』
第
五
巻
、
西
北
出
版
、

一
九
七
八
年
、
二
〇
六
頁
。

（
33
） 

太
田
市
教
育
委
員
会
教
育
部
文
化
財
課
作
成
「
太
田
市
立　

高
山
彦
九

郎
記
念
館
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
5.w
ind.ne.jp/hikokuro/

koyuroku.htm

）「
高
山
彦
九
郎
交
遊
録
」「
高
山
彦
九
郎
関
連
人
物
一

覧
表
」
参
照
（
二
〇
一
八
年
九
月
一
八
日
確
認
）。

（
34
） 

例
え
ば
、寛
政
二
年
七
月
六
日
に
は
、久
慈
郡
岩
手
村
の
孝
子
音
吉（
一

部
乙
吉
表
記
）
及
び
そ
の
孝
状
を
作
成
し
た
木
村
謙
次
を
訪
ね
、
孝
状

を
日
記
に
書
写
し
て
い
る（『
高
山
彦
九
郎
日
記
』「
北
行
日
記
」）。ま
た
、

安
永
六
年
四
月
一
三
日
に
は
、
駿
府
の
孝
子
八
助
と
面
会
し
た
と
あ
る

（『
高
山
彦
九
郎
日
記
』「
丁
酉
春
旅
」）。

（
35
） 「
上
野
の
人
高
山
正
之
来
つ
て
河
伯
潜
が
家
に
寓
し
、
…
…
且
つ
曰
く
。

「
履
軒
兄
弟
口
を
極
め
て
人
の
順
良
を
称
す
…
…
」」（
多
治
比
郁
夫
等

校
注
『
当
代
江
戸
百
化
物 

在
津
紀
事 

仮
名
世
説
』
新
日
本
古
典
文
学

大
系
九
七
、
岩
波
書
店
、
二
四
五
頁
）。

（
36
） 「
孝
子
大
沢
三
二
郎
、
上
毛
新
田
牛
沢
村
人
。
事
母
至
孝
。
家
貧
力
作
。

兄
富
而
多
貲
、
母
則
安
於
三
二
郎
之
養
而
依
焉
。
其
耕
耨
在
田
、
常
不
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能
忘
母
。
其
心
稍
不
安
、
輒
捨
來
耜
、
還
省
母
。
或
談
晴
雨
、
而
復
往

焉
。
或
未
至
家
、
望
母
見
其
閑
暢
之
状
、
而
心
安
則
反
焉
。
如
斯
者
日

三
四
。
神
祠
仏
宇
、
時
有
斎
醮
、
輙
負
母
而
往
。
及
春
花
秋
月
、
唯
母

所
欲
往
。
躬
服
垢
弊
、
而
母
服
鮮
美
。
母
年
益
高
、
不
能
安
于
背
。
乃

為
製
竹
轎
、
與
其
子
舁
之
。
母
又
不
能
久
坐
轎
、
則
或
轎
焉
、
或
背
焉
。

其
製
轎
、
不
用
常
様
。
乃
驛
道
四
脚
轎
矣
。
人
皆
怪
其
諸
事
鄭
重
、
而

轎
製
之
麤
也
。
蓋
母
之
在
背
、
孫
挙
轎
而
随
。
若
常
様
轎
重
大
、
既
無

対
夫
、
不
能
独
挙
也
。
其
妻
亦
孝
順
。
姑
出
、
必
煮
薄
粥
、
俟
其
帰
而

哺
之
、
然
後
饌
飯
。
言
老
人
労
体
或
饑
。
随
餤
硬
飯
、
恐
致
痞
塞
。
其

用
心
精
細
、
蓋
皆
類
乎
此
。
嘗
聞
蒲
花
褥
宜
老
者
、
即
捜
索
焉
、
躬
往

刈
蒲
。
既
就
甚
佳
。
母
尤
便
之
。
後
三
二
郎
、
遇
人
有
老
父
母
者
、
輙

説
蒲
花
褥
。
曰
、
亦
不
難
為
。
唯
費
半
日
功
而
已
。
聞
者
皆
疑
其
太
易

也
。
蓋
其
刈
蒲
也
、
歴
池
沢
数
処
。
類
三
五
日
方
就
。
然
其
情
急
切
、

不
自
省
其
労
。
故
以
為
半
日
已
。
頗
暁
剣
術
、
好
佩
長
刀
。
邑
有
侠
者
。

意
毎
弗
快
之
。
嘗
被
酒
、
遇
三
二
郎
于
途
、
挑
而
闘
之
。
三
二
郎
辞
以

老
母
、
弗
聴
。
直
抽
刀
撃
之
。
三
二
郎
躱
身
突
入
、
搏
而
投
之
、
奪
其

刀
、
以
刀
脊
連
抶
之
。
邑
人
趨
而
救
之
。
相
共
和
解
而
罷
。
既
而
侠
者

謂
人
曰
、
三
二
郎
孝
子
也
。
我
所
以
敗
、
我
弗
讎
焉
。
是
後
菓
餻
脯
醢
、

時
時
饋
三
二
郎
之
母
云
。
夫
孝
能
感
乎
豪
猾
、
喪
其
寇
害
之
心
。
不
亦

盛
乎
。
然
侠
者
亦
可
謂
奇
男
子
矣
。［
三
二
郎
之
歿
。
在
安
永
壬
辰
歳
］」

（
括
弧
内
割
注
）。

（
37
） 

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
蔵
。『
蒙
養
篇
』
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「『
蒙
養
篇
』
諸
本
間
の
異
同
に
つ
い
て 

附
校
合
記
」（『
懐
徳
』

第
七
三
号
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
38
） 

拙
稿
「
懐
徳
堂
の
孝
子
顕
彰
運
動　

―
中
井
甃
庵
・
五
井
蘭
洲
を
中
心

に
―
」（『
懐
徳
』
第
八
五
号
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
39
） 

拙
稿
「
懐
徳
堂
無
鬼
論
に
お
け
る
中
井
竹
山
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答

千
秋
」」（『
中
国
研
究
集
刊
』
崐
号
（
総
第
五
三
号
、
二
〇
一
一
年
）

参
照
。

（
40
） 

中
村
幸
彦
校
注
『
上
田
秋
成
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
五
六
、
岩
波

書
店
、
一
九
五
九
年
、
二
八
六
頁
）。

（
41
） 「
中
井
竹
山
・
履
軒
と
ほ
ぼ
同
年
輩
で
懐
徳
堂
に
学
び
、
そ
の
体
験
を

含
む
随
筆
を
『
胆
大
小
心
録
』
と
し
て
晩
年
に
ま
と
め
て
い
る
」（
湯

浅
邦
弘
編
著
『
増
補
改
訂
版 

懐
徳
堂
事
典
』「
上
田
秋
成
」
条
、
大
阪

大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
、
二
〇
〇
頁
）。
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